募集要項　
令和８年度採用　島牧村地域おこし協力隊（地域ブランド推進）
（令和８年８月７日更新）

この度、島牧村では、都市圏に在住する方を対象に、島牧村の地域ブランド推進業務に携わる人材として、国の制度を利用した地域おこし協力隊員を募集します。
私たちの地域には、豊かな自然や農産物、食文化、人々の暮らしなど、まだ十分に知られていない魅力があります。例えば、かつてこの地域ではワイン原料用ブドウの栽培が行われていました。しかし時代の変化とともにその歴史は途絶え、地域資源として活用される機会も失われ、現在に至っています。
その一方で、品質に優れた水産資源、農産物や加工品が存在するものの、販路や情報発信の不足により、その価値が十分に伝わっているとは言えないのが現状です。
私たちは、地域に眠る資源を再確認し、ワイン事業の可能性調査や事業化の検討、ECサイトを活用した情報発信を通じて、新たな地域ブランドづくりに取り組みたいと考えています。本業務では、地域資源の発掘・磨き上げ、ワイン事業の可能性調査、地域産品の販路拡大及び情報発信を通じて、地域ブランドの形成と交流人口・関係人口の拡大を目指します。
今回募集する地域おこし協力隊は、単にブドウを栽培したり、ワインを醸造したり、ECサイトを管理する人材ではありません。地域の人々とともに未来を描き、地域資源を磨き上げ、その魅力を全国へ発信する「地域ブランドの推進役」を募集します。地域ブランドづくりの立ち上げに携わるため、完成された事業を運営する仕事ではなく、地域の皆さんと一緒にゼロから仕組みをつくっていく仕事になりますので、そういった内容に熱意をもって取り組める方の募集をお待ちしております。
なお、本募集は、総務省が推進する「おためし地域おこし協力隊」制度を活用し、地域協力活動の体験機会を提供するとともに、当該体験を通じて相互理解を深めた上で、地域おこし協力隊の採用選考を行うことを目的として実施するものです。
おためし地域おこし協力隊期間中に実施する体験プログラム及び面接等は、地域おこし協力隊制度に基づく周知・募集・選考活動の一環として位置付けています。 

１　活動内容
（1） 地域資源の発掘・磨き上げ
・地域産品や地域資源の調査・発掘
・生産者や事業者との連携
・地域の歴史や文化の掘り起こし

（2） ワイン事業を活用した地域づくり
・過去の原料用ブドウ栽培に関する調査及び情報収集
・ワイン事業の可能性調査及び事業計画の検討
・関係機関、事業者及び専門家との連携
・地域住民参加型イベントの企画運営
・ワインツーリズムに関する企画及び情報発信準備
・地域ブランド形成に向けたプロモーションの検討

（3）地域産品の販路拡大
・地域産品を販売するECサイトの企画及び構築
・出品事業者の開拓及び支援
・商品ページ作成及び情報発信
・生産者の販路開拓支援
・地域ブランド戦略の検討
・オンライン販売データの分析及び改善提案

（4） 交流人口・関係人口の創出
・SNSやWebを活用した情報発信
・地域イベントの企画運営
・都市部との交流促進
・地域ファンづくり

２　応募条件
下記に掲げるすべての要件を満たすことが必要です。
（1） 心身ともに健康で、誠実に職務を遂行できる方
（2） ３大都市圏をはじめとする都市地域等から生活拠点を島牧村へ移し、住民票を異動できる方
（3） 他の隊員や地域住民と良好な関係を構築し、業務に対して主体的に取り組むことができる方
（4） 活動期間終了後も島牧村に定住する意欲のある方
（5） 普通自動車運転免許を取得している方
（6） 自家用車（任意保険加入済み）もしくはリース車両を持ち込める方
（7） 公租公課等の滞納がない方
（8） 島牧村で実施する「おためし地域おこし協力隊ワークショップ」に参加できる方
（9） 日本国籍を有する方（本事業は、大学院就学と協力隊制度を組み合わせた制度設計であり、事業期間を通じた安定的な活動継続体制を確保する観点から対象者を限定しています。）

３　求める人物像
・地域の人との対話を楽しめる方
・農業、食、観光、情報発信のいずれかに関心のある方
・新しいことに挑戦する意欲のある方
・地域資源を活用した事業づくりに関心のある方
・将来的に村への定住や起業を検討している方
　　・前例のない取り組みや、試行錯誤を楽しめる方

４　募集人数
令和８年度　２名(最短委嘱予定日：令和８年１０月1日を予定　※相談可）
　
５　雇用関係
　　・有（株式会社アバローネの社員として）

６　委嘱期間
隊員の委嘱期間は、原則として１年とし、最長で委嘱の日から３年まで延長することができるものとします。

７　賃金について
賃金は月給制となります。（参考：R８年度支給月額２４５，１００円）
社会保険、労働保険、雇用保険に加入します。
　
８　活動費・兼業の可否について
（１）活動費に関しては、予算の範囲内で株式会社アバローネが年間活動計画に基づいて管理及び支出を行います。
（２）業務に支障が無い範囲において、定住につなげるためや地域住民から頼まれる仕事については、協議の上、兼業を認める場合もあります。

９　応募～選考の流れ
最初に、「北海道島牧村　地域おこし協力隊応募用紙」に必要事項を記入のうえ、下記
１１の宛先へ提出してください。

① 書類選考（1次審査）
提出書類に基づき、地域おこし協力隊としての適性を確認します。書類選考の結果については、応募者全員に文書または電子メールにより通知します。

② おためし地域おこし協力隊ワークショップ（地域協力活動体験 2次審査）
書類選考通過者を対象に、2泊3日程度の「おためし地域おこし協力隊ワークショップ」を実施します。実施スケジュールについては、「１０－２　選考スケジュール」をご確認ください。　
本ワークショップは、受入地域や自治体関係者、既存の協力隊員等との意見交換や、ワークショップ形式による課題共有等を通じて、応募者が着任後に携わる業務を体験し、自治体側も応募者の適性を確認することを目的としています。
ワークショップ期間中には、地域おこし協力隊の採用選考の一環として面接を実施します。なお、この面接は最終的な採否を決定するものではなく、最終審査に向けた評価・確認を目的として実施します。
本ワークショップの実施にあたり、発生する宿泊費、プログラム実施に必要な経費、食費(昼食相当分）については、地域おこし協力隊制度に基づく事業として村が負担します。
（※島牧村までの交通費及び懇親会費用は参加者の自己負担となります。）

③最終審査　
おためし地域おこし協力隊ワークショップ及び2次審査の結果を踏まえ、別日程で村長等によるオンライン面接（最終審査）を実施します。

④合否決定および通知
最終審査終了後、おためし地域おこし協力隊ワークショップ及び各選考結果を踏まえ、地域おこし協力隊としての採否を決定します。
最終的な合否結果については、文書または電子メールにより通知します。合格となった方には、併せて、委嘱開始予定日、任期、雇用関係及び活動条件及び今後の手続き等について案内します。

１０―１　選考方法
1 1次審査　書類選考（北海道島牧村　地域おこし協力隊応募用紙を提出）
2 2次審査　おためし地域おこし協力隊ワークショップ期間中に実施する面接
（企画産業課長、道の駅フロア責任者）
3 最終審査　オンライン面接（島牧村長、総務経済部長）

１０－２　選考スケジュール
　〇令和8年７月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年７月１７日(金)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年７月３１日(金)～８月２日(日)
〇令和8年８月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年８月１４日(金)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年８月２８日(金)～８月３０日(日)

〇令和8年９月度
実施予定はありません。

〇令和8年１０月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年１０月９日(金)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年１０月２３日(金)～１０月２５日(日)

〇令和8年１１月度
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年１１月６日(金)
　2次審査　おためしワークショップ　令和８年１１月２０日(金)～１１月２２日(日)

〇令和8年１２月度（予定）
1次審査　応募用紙提出期限　令和８年１２月上旬
　2次審査　おためしワークショップ　12/18～12/23のうち、3日間で実施

これ以降のスケジュールは確定次第更新の上、掲載します。

※最終審査の日程は個別に連絡します。

１１　問い合わせ先、応募書類提出先
島牧村役場企画産業課　担当：奥、宮本
〒０４８－０６２１　北海道島牧郡島牧村
TEL：０１３６－７５－６２１２　FAX：０１３６－７５－６２１６
[bookmark: _GoBack]　MAIL：okoshi@vill.shimamaki.lg.jp　（8/7アドレスに誤りがあったので修正）
メールでの応募書類提出も可能です。郵送の場合は、封筒に「北海道島牧村地域おこし協力隊応募書類在中」と明記願います。
